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第９回

第10回

第11回
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介護総合演習Ⅰ 実習担当教員

対象
学生

介護福祉士コース1年生
学期
区分

前期 単位数 1
必修

介護福祉士必修

科目の主題 成績評価の方法と割合

介護福祉士コースのカリキュラムにおける「介護総合演習」の位置付
けについて理解する。
介護実習全体の構成や、「実習Ⅰ」と「実習Ⅱ」の枠組みの違いつい
て理解する。
介護実習の目的や意義について理解する。

レポート・提出物（８０％）
受講態度（２０％）

科目の到達目標

教育目標に基づく学修成果の到達目標

介護実習の区分（【実習Ⅰ】【実習Ⅱ】それぞれの概要等）について、実習先の概要について

介護実習全体の構成について理解する。

介護実習の目的、内容、実習先などについての概要を理解する。

通所介護と認知症対応型共同介護等の利用者像を理解する。

事前学習と事後学習の意義と目的を理解し、主体的に取り組める。

授業方法

コース教員が連携し、授業を進める。介護・福祉現場の状況がイメージでき、実習効果をあげ、達成感を持てるよ
う、事例を挙げながら授業する。学生の発表の機会を多くし、グループワークを取り入れる。

準備学修（予習、復習等に必要な時間または具体的な学修内容）

教科書、配付資料をよく読んで授業に臨むこと。

授業計画

介護総合演習の位置づけとその目的の理解

介護実習２に向けて：メンバー発表、実習計画書、誓約書、実習施設の概要など記入

具体的な実習内容の把握（本校における介護実習の捉え方）と、実習要項・実習要領の確認

実習施設について（通所介護、認知症対応型共同生活介護、小規模多機能型居宅介護）

介護実習１に向けて：メンバー発表、実習計画書、誓約書、実習施設の概要など記入

ロールプレイ見学によるシミュレーション学習

事前訪問の留意点、実習前後の学習の進め方とその意義・目的について

記録の意義と作成要領（実習日誌等）、利用者・職員とのコミュニケーションに関する留意点

実習心得、通勤の心得、礼状の書き方とその目的について

介護実習１の振り返りと必要書類の確認・作成

介護実習１報告会

実習関係書類（日誌等）の見直しと各チューター個別指導、文献学習

地域交流活動報告会

実習要綱・要領の確認、実習施設について（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、障害者施設）

教科書・参考書 受講生へのメッセージ

新・介護福祉士養成テキスト
「介護総合演習・介護実習」中央法規
出版

介護実習に臨むにあたっての基礎的な知識を修得し、実習中はもちろ
ん、その前後の取り組みの目的、意義について理解を深めます。
すべての科目における学びが、実習に繋がっていることを理解し、意
欲的に学習に取り組んでください。


